
高岡市消防本部・氷見市消防本部・砺波地域消防組合消防本部合同訓練

高岡・氷見・砺波の各隊員が駆け付け､連携して救助作業に当たる。



【砺波DMAT活動状況】

・チーム編成；医師2名､看護師2名､業務調整員1名

・後着隊として現場到着後､業務調整員を指揮本部に配置。医師､看護師は事故現場

でのトリアージにより､最優先治療群〝赤〟と判定された傷病者が搬送される

救護所において医療処置を行うと共に指揮本部と連絡をとりながら速やかに

医療機関への救急搬送を実施。

〝傷病者リスト〟各医療機関によって様式は異なります。

搬送された傷病者のバイタルや実施した医療処置､診断名等を記載します。これらの情報をもとに本部付
統括DMAT医師が救護所担当医師と連携をとりながら､優先搬送順位及び搬送医療機関を選定します。
（急いで書くので読みにくい…。用紙がシワシワで字がにじんでるのは降雪の中で活動を行ったためです。）


